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①連結貸借対照表
　連結会計グループが所有している資産と債務を表しています。

資産の部（市が所有している財産） 負債の部（借金など、次世代の負担で返済する債務）

公共資産

道路や学校などの公共施設の

土地、建物、設備など

投資など

公共施設整備などの基金積み

立てや、市が活動を行ううえ

で必要な団体への出資など

流動資産

現金や将来の資金不足に備え

るための基金、地方債の償還

に備えるための基金

（うち現金）

1,969

124

72

（63）

固定負債

地方債や退職手当引当金など

流動負債

地方債のうち23年度中に返済する

必要がある金額など

733

83

負債合計 816

純資産の部

　国・県からの支出金や税金など、現世代が負

　担して、すでに支払が済んでいる正味の資産

純資産合計 1,349

資産合計 2,165 負債・純資産合計 2,165

　
貸
借
対
照
表
と
は
、
市
の
資
産

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財

源（
負
債
や
純
資
産
）で
ま
か
な
っ

て
い
る
か
を
総
括
的
に
表
し
た
も

の
で
す
。一
方
の
資
産
合
計
額
と
、

も
う
一
方
の
負
債
・
純
資
産
合
計

額
が
一
致
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
通
常
の
決
算
で
は
、
現
金

部
門
で
は
現
金
の
流
れ
だ
け
、
財

産
部
門
で
は
財
産
だ
け
を
計
算
す

る
な
ど
各
項
目
が
個
別
に
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
貸
借
対
照
表
で

は
、
資
産
と
負
債
の
対
比
を
し
な

が
ら
、
一
体
の
表
と
し
て
表
示
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
、
民

間
企
業
の
損
益
計
算
書
に
当
た

り
、
行
政
活
動
の
う
ち
人
的
サ
ー

ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と

い
っ
た
資
産
形
成
に
結
び
つ
か
な

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

に
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か
り
、

ど
の
く
ら
い
使
用
料
や
手
数
料
な

ど
の
受
益
者
負
担
が
あ
っ
た
か
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
通
常
の
決
算
で
は
、
現
金

の
収
支
だ
け
が
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
金
の
動
き
だ
け
で
は
複

数
年
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
建
物

な
ど
の
購
入
費
を
単
年
度
の
費
用

と
し
て
の
み
し
か
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
で
は
、
現
金
の
動
き
が
生
じ

な
い
減
価
償
却
費
な
ど
の
費
用
を

計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
に

期
間
中
に
か
か
っ
た
費
用
を
表
示

し
て
い
ま
す
。

　
純
資
産
変
動
計
算
書
と
は
、
貸

借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
に
計
上

さ
れ
て
い
る
数
値
が
１
年
間
で
ど

の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
表
し
て

い
ま
す
。
純
資
産
の
増
減
は
、
民

間
企
業
の
会
計
で
の
純
損
益
に
当

た
り
、
市
が
黒
字
経
営
だ
っ
た
の

か
赤
字
経
営
だ
っ
た
の
か
を
示
し

ま
す
。
ま
た
、
純
資
産
は
今
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
て
き
た
部
分
で

す
の
で
、
そ
の
１
年
間
の
増
減
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
金
収
支
計
算
書
と
は
、
資
金

財
務
４
表
と
は

の
出
入
り
の
情
報
を
性
質
の
異
な

る
「
経
常
的
収
支
」「
公
共
資
産

整
備
収
支
」「
投
資
・
財
務
的
収
支
」

の
３
区
分
に
分
け
て
表
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
民
間
企
業
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
に

当
た
り
、
現
金
主
義
的
な
財
務
状

態
を
示
す
資
料
で
す
。
最
も
流
動

性
の
高
い
資
産
の
現
金
の
流
れ
が

健
全
で
あ
る
か
分
か
り
ま
す
。

　「
経
常
的
収
支
」
は
日
常
の
行

政
活
動
に
よ
る
資
金
収
支
の
状

況
、「
公
共
資
産
整
備
収
支
」
は

公
共
事
業
な
ど
に
伴
う
資
金
の
使

途
と
そ
の
財
源
の
状
況
、「
投
資
・

財
務
的
収
支
」
は
出
資
や
市
債
の

償
還
な
ど
の
支
出
と
そ
の
財
源
の

状
況
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

④ 

資
金
収
支
計
算
書

② 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

③ 

純
資
産
変
動
計
算
書

■問合せ
　財政課財政係
　☎757-3114

　市では企業会計的手法も取り入れて、分かりやすい財政状況の公表に努めていま

す。今回市報では、23年度決算のうち外郭団体を含めた連結会計財務４表の概要

を掲載します。連結会計財務４表の詳細や一般会計の財務４表についてはホーム

ページで掲載していますのでご覧ください。

連結会計グループ

市全体

連
結
会
計
の
範
囲

　
連
結
会
計
財
務
４
表
と
は
、
市

に
関
連
す
る
外
郭
団
体
な
ど
も
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と
し
て

と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
作
成

し
た
財
務
諸
表
で
す
。
連
結
の
範

囲
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。な
お
、

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
原
則
50
％
以

上
の
出
資
比
率
を
連
結
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
財
政
支
援
な
ど

の
状
況
で
50
％
未
満
の
団
体
も
連

結
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一般会計

特別会計

（国民健康保険特別会計

や下水道事業特別会計

など全７会計）

水道事業会計

第三セクター
㈶十日町地域地場産業振興センター
㈶松之山農業担い手公社
当間高原開発㈱
㈱まちづくり川西
中里村地域開発㈱
㈱なかさと
松代総合開発㈱
㈲湯米心まつのやま

一部事務組合など

十日町地域広域事務組合

津南地域衛生施設組合

新潟県市町村総合事務組合

魚沼障害福祉組合

新潟県後期高齢者医療広域連合

十日町市土地開発公社

連結会計の財務４表 （単位：億円）

※財務諸表は、内容が細かいため、ここでは概要についてお知らせします。詳細については市ホーム
ページと市役所での閲覧により公表します

※平成23年度決算に基づく財務４表は、新たな基準の導入に伴い20年度決算から作成条件が変更と
なっています。このため、19年度以前の財務諸表とは直接比較ができませんのでご注意ください

②連結行政コスト計算書
　投資以外の行政活動にかかる費用を表しています。

　

経常行政コスト 503

人にかかるコスト

 行政職員にかかる経費で人

 件費など

物にかかるコスト

消耗品や光熱水費、施設の

維持補修費や建物などの減

価償却費

移転収支的コスト

生活保護などの社会保障給

付や各種団体などに対する

補助金、ほかの団体への公

共資産整備補助金など

その他コスト

支払利息や回収不能見込計

上額

66

168

248

21

経常収益 151

純経常行政コスト 352

③連結純資産変動計算書
　純資産とは、今までの世代が負担してきたお金で、
貸借対照表の純資産の年間変動額を表しています。

年間変動額 2

（詳細）

期首純資産残高 1,347

純経常行政コスト

一般財源

　地方税、地方交付税など

補助金等受入など

△352

207

147

期末純資産残高 1,349

④連結資金収支計算書　
　１年間の現金の出入りを３つの性質に分けて表し
ています。

期首歳計現金残高 60

１．経常的収支

日常の行政活動の収支

２．公共資産整備収支

公共事業などの収支

３．投資・財務的収支

歳入：資産売却

歳出：貸付や市債の償還など

79

△13

△63

期末歳計現金残高 63

① 

貸
借
対
照
表

連結会計財務４表の公表平成23年度決算
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

十
日
町
地
域
振
興
局
農
業
振
興

部
（
☎
７
５
７
―
５
５
２
０
）

無
料
※
材
料
は
主
催
者
で
用
意

15
人

・
　
十
日
町
市
民
環
境
会
議

（
環
境
衛
生
課
内
☎
７
５
２
―

３
９
２
４
）

　
不
要
に
な
っ
た
布
き
れ
で
、
布

ぞ
う
り
を
作
り
ま
す
。

２
月
26
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時

30
分

中
央
公
民
館

30
分
／
５
時
～
５
時
30
分

地
域
芸
能
を
育
ん
で
き
た
家
の

座
敷
空
間
で
展
開
す
る
家
劇

場
。
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
の

「
座
敷
」
を
舞
台
に
豪
雪
地
松

代
地
域
の
豪
農
の
館
と
春
の
訪

れ
に
ざ
わ
め
く
獣
た
ち
の
舞
を

上
演
し
ま
す
。

高
橋
匡
太 

「G
ift for F

rozen V
illa

g
e 2

0
1
3

」

３
月
２
日
㈯
午
後
５
時
30
分
～

７
時
30
分

雪
の
散
策
路
の
果
て
に
異
世
界

が
現
れ
ま
す
。
里
山
の
暗
闇
と

雪
原
の
イ
メ
ー
ジ
を
光
に
よ
っ

て
変
幻
自
在
に
一
新
し
て
き
た

高
橋
匡
太
。
見
渡
す
限
り
の
雪

日
本
初
の
流
下
式
温
泉
サ
ウ
ナ

で
新
陳
代
謝
を
高
め
、
雪
原
を

見
渡
し
な
が
ら
く
つ
ろ
ぎ
の
時

間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

森
繁
哉
　
家
劇
場

「
春
の
訪
れ
、
家
物
語
―
ダ
ン
ス

と
語
り
で
綴
る
鳥
獣
戯
画
―
」

３
月
２
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時

「
雪
の
運
動
会
」

３
月
３
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～

午
後
１
時
30
分

こ
へ
び
隊
、
地
元
の
み
な
さ

ん
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し

て
雪
上
な
ら
で
は
の
競
技
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
今
年
は
会
場
を

越
後
妻
有
里
山
現
代
美
術
館

[

キ
ナ
ー
レ]

の
１
階
回
廊
に
移

し
、
雪
つ
み
や
雪
相
撲
な
ど
雪

国
に
伝
わ
る
冬
の
競
技
を
東
西

業
資
格
が
取
れ
る
し
く
み
（
授

業
や
学
費
、
コ
ー
ス
な
ど
）
に

つ
い
て

若
井（
☎
７
５
５
―
５
９
６
９
）

　
新
た
な
農
業
農
村
へ
の
広
報
展

を
開
催
し
ま
す
。

２
月
26
日
㈫
～
３
月
３
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
７
時
※
日

曜
日
は
５
時
ま
で

情
報
館

　
勤
務
地
が
県
内
に
あ
る
企
業
が

参
加
す
る
学
生
対
象
の
合
同
企
業

説
明
会
で
す
。

２
月
26
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

30
分

朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）

平
成
26
年
３
月
大
学
な
ど
の
卒

業
予
定
者

●
参
加
企
業
＝
80
社
（
予
定
）

　
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
百
人

一
首
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

百
人
一
首
を
楽
し
む
会

問問

問

申申 日日日

日

会会会

会対

￥￥定

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い
が

た
２
０
１
４

妻
有
の
大
地
の
復
興
へ
、

そ
し
て
新
た
な
農
業
農
村

の
時
代
づ
く
り
へ

　
第
１
回
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。
※
第
2
・
３
回
講
座
も

開
催
予
定

４
月
５
日
㈮
～
５
月
31
日
㈮
の

毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分
※
５
月
３
日

（
憲
法
記
念
日
）
は
休
講

１
万
６
、
０
０
０
円
（
約
１
万

３
、
０
０
０
円
前
後
の
材
料
費

が
別
途
必
要
）
※
受
講
料
は
初

回
に
納
付

　
先
着
６
人
※
初
心
者
可

　
市
村
久
子
さ
ん（
伝
統
工
芸
士
）

　
・
　
・
　
３
月
15
日
㈮
ま
で
に

ク
ロ
ス
テ
ン
（
☎
７
５
７
―
２

３
２
３
）

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
高
等

学
校
（
単
位
制
・
普
通
科
）
で
は

新
入
生
、
転
・
編
入
生
募
集
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
17
日
㈰
午
前
11
時
～
※
個

別
相
談
希
望
の
場
合
は
、
別
日

程
も
対
応
し
ま
す

十
日
町
学
習
セ
ン
タ
ー
（
昭
和

町
４
）

本
人
、
保
護
者
、
先
生

新
入
学
な
ら
３
年
間
で
高
校
卒

日

日

定講会

会対内

申

問

問
ク
ロ
ス
テ
ン

手
織
り
講
座
「
裂
き
織
帯
」

市
内
に
あ
る
通
信
制
高
校

見
学
会
・
説
明
会

本
町
分
庁
舎
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

山
田
昌
三
展

￥

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部
労
政

雇
用
課
（
☎
０
２
５
―
２
８
０

―
５
２
７
０
）

問

雪原テルメ　参考写真ⓒSnowcollective

新
潟
ユ
ニ
ッ
ト

「
雪
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
」

３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
５
時

新
潟
の
作
家
た
ち
13
組
14
人
に

よ
る
雪
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

雪
原
の
風
景
と
溶
け
合
い
な
が

ら
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
的
な

作
品
群
を
展
開
。ま
つ
だ
い「
農

舞
台
」
周
辺
で
雪
山
散
策
、
松

代
山
ぞ
り
隊
に
よ
る
「
山
ぞ
り

ま
つ
り
」な
ど
で
楽
し
み
ま
す
。

「
雪
原
テ
ル
メ
」

３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
午
前
11

時
～
午
後
６
時

極
寒
の
雪
景
色
の
中
、
日
本
三

大
薬
湯
の
松
之
山
温
泉
を
使
っ

た
「
テ
ル
メ
（
温
泉
）」
が
出

現
し
ま
す
。
杉
の
香
り
が
漂
う

　
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
積
雪
の
中
、
現
代
美
術
・
舞
踏
・
雪
遊
び
・

温
泉
式
サ
ウ
ナ
・
運
動
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
日

間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
す
。
豪
雪
地
の
越
後
妻
有
で
千
変
万
化
の
雪

の
魅
力
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

日内内

日

日

日内 日 「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」
越
後
妻
有
２
０
１
３
冬
②

越
後
妻
有
・
雪
の
ス
タ
ジ
ア
ム　
３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

●
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

●
越
後
妻
有
里
山
現
代
美

　
術
館[

キ
ナ
ー
レ]

会場会場

高橋匡太「Gift for Frozen Village 2012」（撮影：中村脩）

原
に
来
場
者
が
植
え
る
約
１
万

個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
の
種
で
、
幻

想
的
な
風
景
を
つ
く
り
だ
し
ま

す
。

雪の運動会（撮影：中村脩）

南
北
４
チ
ー
ム
で
競
い
、「
三

田
村
管
打
団
？
」
と
地
元
有
志

に
よ
る
越
後
妻
有
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
「
か
ん
じ
き
ダ
ン
ス
」
の
大

合
奏
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
回
廊
内
で
は
甘

酒
や
ジ
ャ
ー
ク
チ
キ
ン
、
山
菜

ス
ー
プ
ギ
ョ
ー
ザ
な
ど
、
心
も

体
も
温
ま
る
屋
台
村
が
並
び
ま

す
。

【
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◆
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

：

企
画

展
「
里
山
の
限
界
芸
術

vol.
２ 

臼
田
知
菜
美
＋
八
木
隆
行
～
芸

術
放
浪
記
～
」

◆
越
後
ま
つ
だ
い
里
山
食
堂

：

車

麩
の
オ
ニ
オ
ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー

プ
や
豆
の
ス
ー
プ
な
ど
冬
の
特

別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。

◆
キ
ナ
ー
レ

：

雪
の
図
工
教
室

（
３
月
２
日
㈯
午
後
２
時
～
３

時
30
分
）

◆
絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館

：

冬

季
特
別
開
館
（
３
月
２
日
㈯
・

３
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
午
前
11
時

～
・
午
後
２
時
～
）

【チケット料金】

〈十日町市民・津南町民〉

大人1,500円、小・中・高校生500円、幼児無料

〈一般〉

大人3,000円（前売2,500円）、小・中・高校生

1,500円（前売1,000円） 、幼児無料

【チケット販売場所】

　越後妻有里山現代美術館［キナーレ］、まつだ

い「農舞台」、十日町市観光協会、ほっくほく何

でも案内所、市役所本町分庁舎、各支所、津南町

観光協会

※十日町市民は本町分庁舎・各支所で購入時に氏

名、住所を記入のうえ地元特別価格にて購入で

きます

※オンラインショップ（http://www.tsumari-

shop.jp/）からも購入できます

「大地の芸術祭の里」総合案内所　☎761-7767問

犬
１
頭
に
つ
き
１
、
０
０
０
円

十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

（
☎
７
５
７
―
２
７
０
７
）

　
愛
犬
と
い
っ
し
ょ
に
、
雪
上
で

の
短
距
離
走
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

２
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

１
時
30
分
（
受
付
９
時
～
）
※

事
前
申
込
み
不
要

十
日
町
雪
ま
つ
り
・
つ
ま
り
ひ

ろ
ば
（
川
治
地
内
）
※
荒
天
の

場
合
は
事
業
を
縮
小
し
て
開
催

日会￥問

２
月
23
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

30
分
（
受
付
０
時
30
分
～
）

ク
ロ
ス
テ
ン

大
人
７
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

・
　
２
月
18
日
㈪
ま
で
に
万
葉

の
会
（
北
越
保
育
園
内
☎
７
５

７
―
３
８
６
０
）

４
月
12
日
㈮
ま
で
（
照
明
は
午

後
７
時
ま
で
）

本
町
分
庁
舎

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

問 日会

賞
品
も
も
ら
え
る
！

わ
ん
わ
ん
運
動
会
in
雪
ま
つ
り

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

布
ぞ
う
り
教
室

内内



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

【
機
械
加
工

新
入
社
員
教
育
①
測

定
コ
ー
ス
、
②
機
械
切
削
加
工
コ

ー
ス
】

　
①
３
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫
、
②

３
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮
午
前
９

時
～
午
後
４
時

25
年
度
新
入
社
員
で
機
械
加
工

の
未
経
験
者
及
び
新
た
に
機
械

加
工
の
基
礎
習
得
を
目
指
す
人

①
２
、
４
０
０
円

②
３
、
９
０
０
円

各
コ
ー
ス
先
着
10
人

①
機
械
加
工
測
定
（
学
科
）
の

基
礎
、
②
機
械
切
削
加
工
（
実

技
）
の
基
礎

①
３
月
１
日
㈮
、
②
３
月
４
日

●対象者：市内に居住する母子家庭の母、父子

家庭の父及び寡婦で、説明会や集合訓練に参

加でき、在宅就業に意欲のある人

●募集人数：20人（選考あり）

●募集期間：２月19日㈫～３月６日㈬

●訓練期間：３月下旬～ 11月下旬

●訓練内容

　◎基礎訓練（６か月）／自宅でのインターネッ

トを使ったｅ-ラーニング研修など（月42

時間程度）、集合訓練（週１回３時間程度）

　◎応用訓練（２か月）／自宅での実践訓練（月

28時間程度）

詳しくは、子育て支援課・各支所市民課など

に設置するリーフレットをご覧ください。（２

月19日に設置予定）

子育て支援課子育て支援係（☎757-3719）

※２月18日㈪以降は在宅就業支援センター

　（☎0800-800-0280）

迎
し
ま
す

〈
正
職
員
１
・
２
共
通
〉

●
選
考
日
・
方
法
＝
随
時
※
必
要

書
類
事
前
提
出
の
上
、
面
接

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
申
込

書
を
入
手
し
提
出

希
望
の
里
松
涛
園
（
☎
５
９
６

―
３
０
１
５
）

　
４
月
１
日
付
け
の
採
用
で
す
。

【
会
計
事
務
】

●
募
集
人
数
＝
１
人（
40
歳
以
下
）

●
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
休
み

●
業
務
内
容
＝
同
法
人
が
管
理
す

る
各
施
設
の
会
計
事
務
ほ
か

●
応
募
資
格
＝
企
業
会
計
経
験
者

ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
実

力
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
で

き
る
人

●
給
与
な
ど
＝
月
額
14
万
５
、
０

０
０
円
～
※
３
か
月
の
試
用
期

間
あ
り

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
申
込

書
を
入
手
し
提
出

㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西
（
☎
７
６

１
―
１
５
１
５
）

各
公
民
館
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載

●
意
見
の
提
出
方
法
＝
持
参
・
郵

送
（
〒
９
４
８
―
８
５
０
１
十

日
町
市
千
歳
町
３
―
３
）・
　

７
５
７
―
３
８
０
０
・
電
子

メ

ー

ル
（t-fu

k
u
sh

i@
city

.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

）
の
い
ず

れ
か
で
福
祉
課
ま
で
※
用
紙
は

計
画
案
に
添
付
し
て
あ
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

で
き
ま
す

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
１
）

●
受
験
資
格
＝
平
成
25
年
７
月
１

日
㈪
現
在
18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
人

●
試
験
期
日
＝
４
月
12
日
㈮
～
15

日
㈪
の
間
の
指
定
す
る
１
日

自
衛
隊
新
潟
地
方
協
力
本
部
長

岡
出
張
所
（
☎
０
２
５
８
―
33

―
０
２
５
６
）

㈪

【
③
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
（
建
築
応
用
）

コ
ー
ス
】

３
月
９
日
㈯
・
16
日
㈯
午
前
９

時
～
午
後
４
時

　
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
つ
い
て
基
本

的
な
知
識
の
あ
る
人

２
、
４
０
０
円

基
本
操
作
か
ら
、
２
・
５
Ｄ
の

作
成
ま
で
を
習
得

【
④
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
受
験
準
備
コ
ー

ス
】３

月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
４
時

溶
接
に
関
し
て
１
か
月
以
上
の

実
務
経
験
の
あ
る
人
　

３
、
９
０
０
円
※
別
途
テ
キ
ス

ト
、
材
料
な
ど
が
必
要

　
受
験
の
た
め
の
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
の

学
科
と
実
技

〈
③
・
④
共
通
〉

10
人
※
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選

２
月
28
日
㈭

・
　
・
　
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
（
☎
０
２
５
―
５
４
５
―
２

１
９
０
）

●
受
付
期
間
＝
４
月
３
日
㈬
ま
で

※
締
切
日
必
着

　
現
計
画
を
見
直
し
た
上
で
策
定

す
る
、
次
期
計
画
案
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
＝
２
月
12
日
㈫
～
28

日
㈭

●
計
画
案
の
閲
覧
場
所
＝
福
祉

課
・
各
支
所
市
民
課
・
情
報
館
・

問

問

Ｆ

対 日 日￥

十
日
町
市
地
域
福
祉
計
画
（
案
）

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

予
備
自
衛
官
補
募
集
（
一
般
公
募
）

対

対

　
４
月
１
日
付
け
の
採
用
で
す
。

【
事
務
局
長
】

●
募
集
人
数
＝
１
人

●
応
募
資
格
＝
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
市
内
・
津
南
町

在
住
者

●
給
与
な
ど
＝
規
定
に
よ
る
※
各

種
保
険
な
ど
加
入

【
臨
時
職
員
】

●
募
集
人
数
＝
１
人

●
応
募
資
格
＝
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
市
内
在
住
者

●
任
用
期
間
＝
原
則
１
年
間

●
給
与
な
ど
＝
月
額
14
万
円
※
各

種
保
険
な
ど
加
入

〈
事
務
局
長
・
臨
時
職
員
共
通
〉

●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
・
面
接

な
ど
※
２
月
下
旬
を
予
定

２
月
15
日
㈮
（
郵
送
の
場
合
は

必
着
）

【
市
施
設
管
理
者
】

●
募
集
人
数
＝
若
干
名

●
対
象
＝
満
60
～
64
歳
の
人

●
任
用
期
間
＝
原
則
１
年
間

●
就
業
場
所
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日

町
ほ
か

●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
な
ど

２
月
22
日
㈮
（
郵
送
の
場
合
は

必
着
）

・
　
締
切
り
ま
で
に
履
歴
書
を

〒
９
４
８
―
０
０
８
２
十
日
町

市
本
町
２
本
町
分
庁
舎
内
十
日

町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
☎
７
５
２
―
０
８
８
８
）

申

問

問 申

〆〆
職
員
募
集

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

社
員
募
集

㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西

し
ま
せ
ん
か
。
※
販
売
目
的
は
除

き
ま
す

　
ぽ
ぽ
ろ
広
場（
本
町
分
庁
舎
内
）

無
料

●
展
示
ス
ペ
ー
ス
＝
展
示
パ
ネ
ル

（
横
置
）
×
７
枚

●
展
示
期
間
＝
１
か
月
程
度

生
涯
学
習
課
（
☎
５
７
５
―
８

９
１
８
）

問 ￥ 会

　
絵
画
・
写
真
・
書
道
な
ど
の
作

品
を
、
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
展
示

職
員
募
集

（福）
希
望
の
里 

松
涛
園

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

【
正
職
員
１
】

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
介
護
職
員

①
入
所
・
２
人
、
②
通
所
リ
ハ

ビ
リ
担
当
・
２
人

●
勤
務
形
態
＝
月
20
日
程
度
の
勤

務
※
①
夜
勤
有
り
、
②
日
曜
日

は
休
み

●
資
格
＝
不
問

【
正
職
員
２
】

●
募
集
職
種
・
人
数
＝
③
看
護
職

員
（
看
護
師
・
准
看
護
師
）・

若
干
名
、
④
機
能
訓
練
士
（
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
）・

若
干
名

●
勤
務
形
態
＝
月
20
日
程
度
の
勤

務
、
※
看
護
職
員
は
夜
勤
有
無

や
パ
ー
ト
希
望
な
ど
を
、
機
能

訓
練
士
は
パ
ー
ト
希
望
な
ど
を

要
相
談
、
※
希
望
者
は
ほ
く
ほ

く
線
ま
つ
だ
い
駅
よ
り
通
勤
送

申問　
全
教
科
と
も
国
家
資
格
を
持
っ

た
経
験
豊
富
な
講
師
が
指
導
に
あ

た
り
ま
す
。

●
科
目
＝
①
建
築
製
図
科
（
２
級

建
築
士
養
成
）、
②
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
科
（
パ
ソ
コ
ン
技
能
全

般
）、
③
ワ
ー
プ
ロ
科
（
ワ
ー

ド
入
門
・
応
用
）、
④
表
計
算

科
（
エ
ク
セ
ル
入
門
・
応
用
）

⑤
経
理
事
務
科
、
⑥
測
量
科
、

⑦
建
築
科（
１
級
技
能
士
養
成
）

●
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
※
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く

・
　
３
月
25
日
㈪
ま
で
に
入
校

申
込
書
と
証
明
写
真
（
建
築
製

図
科
の
み
１
枚
）
を
十
日
町
市

高
等
職
業
訓
練
校
（
☎
７
５
２

―
３
８
０
３
）

問

申

十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

25
年
度
生
徒
募
集

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

在
職
者
訓
練
（
技
能
向
上

コ
ー
ス
）
受
講
生
募
集

ひとり親家庭等
在宅就業支援事業の受講生を

募集します

　市では、経済的な自立を支援するため「ひとり

親家庭等在宅就業支援事業」をNTT東日本新潟

支店に委託して実施します。

　この事業は、自宅で子どもの面倒を見ながらＩ

Ｔ技術などを身につけ、仕事と家庭を両立しなが

ら在宅でコールセンターオペレーター業務を行う

ための訓練を行います。また、訓練期間中は、訓

練に使用するパソコンや周辺機器を無償で貸与す

るほか、訓練手当を支給します。

※コールセンターオペレーター業務…インター

ネットの接続設定を行う際の各種問合せに対し

電話で答える業務

問

申

定 日

￥

〆 ￥内

内内

申

会

問

定〆

３
月
９
日
㈯
午
前
９
時
～

日内会

申

問

応
急
手
当
講
習
会

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
（
普
通
救
命
Ⅰ
）

・
　
・
　
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
☎
７
５
７
―
１
５
５

８
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.to

k
a
m

a
ch

i-

k
o
u
ik

i.jp
/

）

　
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
合
わ

せ
た
健
康
法
「
笑
い
ヨ
ガ
」。
心

も
体
も
元
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

２
月
16
日
㈯
・
3
月
2
日
㈯
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
2
月
27

日
㈬
・
3
月
13
日
㈬
午
後
７
時

30
分
～
８
時
30
分
の
全
４
回

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー

幼
児
か
ら
ど
な
た
で
も

１
回
１
０
０
円

Ｙヨ

ー

ベ

Ｏ—

Ｂ
Ｅ
笑
い
ヨ
ガ
体
験
会

ぽ
ぽ
ろ
広
場 

展
示
作
品
募
集

日対 会
各
回
20
人

タ
オ
ル
・
飲
み
物

中
里
総
合
ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ-

Ｂ
Ｅ

（
☎
７
６
１
―
７
４
７
４
）

定持 ￥問



催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成25年2月10日号9

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
　
新
潟
県
弁
護
士
会
長
岡
相

談
所
（
長
岡
市
三
和
）（
☎
０

２
５
８
―
86
―
５
５
３
３
）

れ
ま
す

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

●とおかまち応援寄附金＝佐藤正典（東京都文京区）、長

谷川茂徳（上新田４）、小幡和徳（千葉県佐倉市）、須藤

一郎（東京都新宿区）、前川真毅（富山県射水市）、八木

佑樹（東京都足立区）、高橋俊之（本町４）、牧田幸弘（東

京都港区）、眞島友久（千葉県浦安市）、庭野議隆（東京

都港区）、済田一輝（千葉県浦安市）、田代卓（東京都世

田谷区）、日比茂人（愛知県名古屋市）、土田茂（福岡県

福岡市）、井上聖也（大阪府大阪市）、小澤聡（大分県大

分市）、須藤道明（埼玉県所沢市）、中越住電装㈱（霜条）、

粂和城（埼玉県さいたま市）、水野良昭（東京都武蔵野市）、

北川フラム（東京都目黒区）、高橋園子（神奈川県川崎市）、

前田礼（神奈川県川崎市）

●情報館へ＝十日町ロータリークラブ、庭野勇吉（高田町

３南）、富井栄一（上野）、五十嵐鉄司（会沢）、鈴木十

美栄（埼玉県鴻巣市）、村山義郎（四日町新田２）、清水

洋子（千手上町）

●社会福祉施設へ＝矢口邦治（工芸品〈干支57個〉）

●文化芸術振興へ＝桑原キヨ子（山本３）

●十日町小学校及びふれあいの丘支援学校備品＝新校舎建

設財務委員会（児童学習机・椅子350セット）

●交通遺児等援助基金寄附金＝㈱ぴっとランド（138,700

円）、十日町高等学校定時制課程生徒会（37,998円）

●地域福祉基金寄附金＝松代ゴルフ倶楽部（50,000円）

〈中心市街地活性化基金とは…〉

　現在、策定に取り組んでいる中心市街地

活性化基本計画に基づく中心市街地の活性

化とにぎわい創出のための活動を支援する

ことを目的に設置した基金です。今後、中

心市街地活性化協議会や中心市街地整備推

進機構などと

議論のうえ中

心市街地活性

化のための活

動資金として

有効に役立て

ていきます。

各
公
民
館

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

寄付ありがとう 寄付ありがとう
１月25日届出分まで（敬称略） １月31日現在（順不同・敬称略）

　◆寄附金総額　　　　
　　18,460,000円

●中心市街地活性化基金へ＝㈱山田屋商

店、㈱長谷川砂利、丸山秀二、㈱丸山工務所、

㈱ダイユウ、十日町砂利㈱、十日町生コン

㈱、十日町舗材㈱、十日町商工会議所、㈱

村山土建、十日町農業協同組合、㈱ぴっと

ランド、㈱ラポート十日町、㈲ミヤコウド

リーム、十日町織物産地買継商業組合、㈱

庭野電機商会　ほか４社

　
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
（
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
）
事
業
で
新
た

に
、
皐

さ
つ
き

工
務
店
（
上
野
）
が
協
賛

店
と
な
り
ま
し
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
建
築
工
事
一

式
５
％
オ
フ
、
子
ど
も
部
屋
リ

フ
ォ
ー
ム
５
％
オ
フ

問
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド

協
賛
店
が
増
え
ま
し
た

25
年
度
学
校
体
育
施
設

使
用
希
望
を
受
け
付
け
ま
す

　
市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）

の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

を
、
主
に
夜
の
時
間
帯
で
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
た
め
に
開
放
し
ま
す
。

使
用
の
際
は
、
利
用
団
体
の
登
録

と
使
用
料
が
必
要
で
す
。

・
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７

５
６
―
５
０
１
３
）
ま
た
は
川

西
・
中
里
・
松
代
・
松
之
山
の

地域の声をぜひ聞かせてください
市の福祉計画の説明会を開催します
　少子高齢化や過疎化が急速に進む中で、地域住民が共に助け

合い支え合うつながりの希薄化が進行しています。これを踏ま

えた十日町市地域福祉計画を平成20年に策定しましたが、本

年度で計画期間が終了します。

　現行の内容を見直し、次期計画の作成にあたり、計画内容の

住民説明会を行います。都合のつく会場においでください。

　福祉課高齢福祉係（☎757-9758）問

開催日 開催時間 会場（予定）

２月19日㈫ 午後７時 情報館視聴覚ホール

２月20日㈬ 午前11時 千手中央コミュニティセンター

２月22日㈮ 午後１時30分 市役所松之山庁舎２階大会議室

２月22日㈮ 午後３時 市役所松代庁舎４階多目的室

２月23日㈯ 午後３時30分 林屋旅館

申

問

３
月
23
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

10
人
（
原
則
予
約
制
）
※
空
き

が
あ
る
場
合
は
当
日
受
付
可

原
発
被
災
者
の
損
害
賠
償
請
求

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日会 定内

問

市役所庁舎でWi-Fi
（公衆無線LAN）
を利用できます
●サービス開始日

　２月１日㈮

●利用可能エリア

・市役所本庁舎全域※車庫棟大会議室含む

・本町分庁舎１・２階

※一部電波の弱い箇所あり

●利用方法

　十日町市公衆無線LAN利用規約に同意の上、

「SSID：tokamachi」に接続してください。

※ゲストで10分間利用可能です。長時間利用

の場合、初回接続時にメール認証が必要です

※詳細は、市ホームページをご覧ください

　総務課情報システム係（☎757-3196）問

ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
献
血

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
献

血
を
す
る
こ
と
で
自
身
の
血
液
成

分
を
知
る
こ
と
が
で
き
健
康
管
理

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
県
内
の
献

血
ル
ー
ム
は
次
の
３
か
所
で
す
。

・
献
血
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
＠
東
堀
ふ
る
ふ

る
（
新
潟
市
）
☎
０
１
２
０
―

４
０
０
―
３
８
９

・
献
血
ル
ー
ム
ば
ん
だ
い
ゆ
と
り

高齢者トラブル110番
　時間を延長して電話相談を受け付けます。困ったとき、

悩んでいるときは、どんな小さなことでもご相談ください。

【事例１】「以前注文頂いた健康食品を送ります」と電話が

きたが注文した覚えはない。

【事例２】過去に訪問販売で購入した商品の未払いがある

とハガキが届いた。販売会社の名前も商品名も金額も書

いてない。

【事例３】知らない会社からダイヤモンドのパンフレット

が届いた。別の会社から「パンフレットが届いた人しか

買えないので代わりに買ってくれたら高額で買い取る」

と電話があった。

２月21日㈭・22日㈮午前９時～午後５時

●相談用電話＝☎757-3740

※面談相談も受け付けています（要電話予約）

　・　十日町市消費生活相談窓口

　　　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

日

会 問

ネージュの絵本
「neige」を販売

◆取り扱い先＝市役所（本庁舎・本町

分庁舎・各支所）、各公民館、ほっ

くほく何でも案内所（十日町駅西

口）、クロステン、野上書店（駅通

り）、文具館タキザワ（本町２）、中

央印刷所山内商店（本町３）、ブッ

クス平沢（下島）、TSUTAYA（リ

オンドール内）、セブンイレブン各

店、ローソン各店、清水フードだい

も店（上野）など

500円（税込）

観光交流課（☎757-3100）

※絵本の内容については、市報１月

25日号をご覧ください

問

￥

ろ
（
新
潟
市
）
☎
０
１
２
０
―

８
６
９
―
９
５
０

・
献
血
ル
ー
ム
千
秋
（
長
岡
市
）

☎
０
１
２
０
―
０
５
６
―
３
３

９
●
受
付
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
～

午
後
5
時

　
16
歳
～
69
歳
※
65
歳
以
上
の
献

血
に
つ
い
て
は
、
献
血
者
の
健

康
を
考
慮
し
60
歳
～
64
歳
の
間

に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に
限
ら

問 対

　
病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ

る
輸
血
用
血
液
は
、
全
て
善
意
の

献
血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
冬
は
風
邪
な
ど
が
流

行
し
、
薬
を
服
用
す
る
な
ど
で
献

血
者
が
減
り
、
血
液
が
不
足
し
ま

す
。
県
内
に
は
、
毎
日
献
血
を
実

施
し
て
い
る
献
血
ル
ー
ム
が
あ
り

冬
は
血
液
が
不
足
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。

連
載
コ
ー
ナ
ー
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連
載
コ
ー
ナ
ー

№ 30 米粉パン 　しっとりもちもちとした不思議な食感がたまらないパン。
噛みしめるほどに米のほのかな甘さが食欲をそそります。

◯92

　四季彩館ベジぱーく内の「米
べい

かりー」
で販売しているパン。全てのパンに米
粉を使用しています。

子どもたちの笑顔が私の幸せ

　米粉パンは、見た目は普通のパンですが小麦粉ではなく米粉を

使用して作られたパンです。小麦粉よりも水分を含みやすい米粉

を使用することによって、しっとりもちもちとした食感が最大の

特徴です。またこの食感ゆえに、良く噛むことで腹もちが小麦粉

パンよりも良いと言われています。さらに米粉パンは一般的に、

きんぴらごぼうやひじきなど和風の素材との相性が良いともいわ

れ、洋食のみならず和食でも楽しめるなど料理の幅の広さも米粉

パンの魅力です。市では学校給食で地元産コシヒカリ100％の米

粉パンを提供し、子どもたちに人気となっています。注目の米粉

パンをぜひご賞味ください。

〈おいしい食べ方〉

　冷めても加熱することでおいしく召し上がれます

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

　
江
戸
時
代
は

多
く
の
若
者
た

ち
が
上
州
（
群

馬
県
）
や
江
戸

へ
出
稼
ぎ
に
行

き
ま
し
た
。
若

者
に
と
っ
て
は

村
か
ら
出
て
見

聞
を
広
め
、
社

会
経
験
を
積
む
絶
好
の
機
会
な
の
で
、

親
の
目
を
盗
ん
で
行
く
こ
と
も
あ
り
、

「
江
戸
行
き
」「
江
戸
逃
げ
」
と
も
い
い

ま
し
た
。

　
安
政
元
（
１
８
５
４
）
年
頃
の
９
月

１
日
、
仙
田
室
島
村
の
増
田
吉
蔵
の
末

子
竹
七
は
、
親
に
断
り
な
く
江
戸
に
向

か
い
ま
し
た
。
後
を
追
っ
た
も
の
の
捕

ま
ら
な
か
っ
た
の
で
、
吉
蔵
は
出
府
中

の
中
条
村
庄
屋
・
田
村
謙
助
に
、
息
子

の
安
否
を
気
遣
う
手
紙
を
出
し
ま
し

　
　
　（
ク
イ
ズ
の
答
え
は
15
ペ
ー
ジ
）

十
一
の
巻

　元気な毎日を過ごすためには、食事のバラン

スを考えるのはもちろんのこと、朝、昼、夕と

規則正しく食べることがとても大事です。

　夕食の時間が不規則になりがちなら、おやつ

でそのバランスをとりましょう。学校から帰っ

た後は友だちと遊んだり、家で読書や宿題をし

たり、塾や習い事に通ったりしている人も多い

のではないでしょうか。普段、お子さんがどの

ように一日を過ごしているかを考え、生活パタ

ーンによって、食事やおやつのとり方を工夫す

ることが必要です。

　食事と食事の間隔は、４

～５時間が理想的といわれ

ています。しかし私たちの

生活では、昼食と夕食の間

が６～７時間くらい開いて

しまうことがあります。ときにはもっと間が開

くこともあるでしょう。このようなときは、軽

めのおやつを食べることをお勧めします。上手

におやつを食べることで、夕食の食べ過ぎを防

ぐ働きもあります。その一方で、おやつは食べ

方を間違えると大変。量やエネルギーが多すぎ

ると、夕食がきちんと食べられなくなってしま

います。そのため夜遅くにお腹が空いて「つい

夜食を…」ということになれば、翌朝の食欲に

も影響し、生活のリズムも乱れてしまいます。

どんなものを、どんなふうに食べればよいかを

知って、おやつを楽しみましょう。

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

【今月のテーマ】

おやつを上手に食べましょう

中
条
・
田
村
家
文
書

家
出
を
し
た
子
を
案
ず
る
父

親
の
心
情
を
つ
づ
っ
た
手
紙

■
問
合
せ

：

博
物
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

５
５
３
１

た
。

　
文
面
に
は
「
奉
公
は
身
の
薬
」
と
す

る
反
面
、「
万
一
病
気
に
で
も
な
っ
た

ら
と
心
配
で
す
。
仙
田
村
出
身
の
佐
七

が
営
む
馬
喰
町
の
宿
で
聞
け
ば
行
方
が

分
か
る
で
し
ょ
う
。
息
子
の
心
中
を
聞

き
出
し
、
良
い
奉
公
先
が
あ
る
の
で
働

く
気
が
あ
っ
た
ら
そ
こ
で
働
き
、
帰
り

た
け
れ
ば
そ
の
よ
う
に
お
取
り
計
ら
い

下
さ
い
。
ま
た
薄
着
な
の
で
袷
あ
わ
せ

の
古
着

を
与
え
て
や
っ
て
下
さ
い
。
金
が
不
足

で
あ
れ
ば
立
替
え
の
上
、
無
駄
遣
い
し

な
い
よ
う
お
導
き
下
さ
い
」
と
あ
り
、

「
竹
七
は
馬
鹿
者
な
の
で
、
謙
助
様
か

ら
戒
め
て
下
さ
い
」と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
母
親
が
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
親
へ
の
憧
れ
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
と
触
れ
合
え

る
職
業
に
就
き
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
東
京
の
専
門
学
校
で
保
育
士
の
資

格
を
取
得
し
て
こ
ち
ら
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
保
育
士
に
な
っ
て
９
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
毎

日
子
ど
も
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
の
で
と
て
も
幸
せ

な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
大
き

く
な
っ
て
い
く
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
れ
る
こ
と

に
も
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
家
に
は
３
歳
に
な
っ
た
子
ど
も
が
い
る
の
で
休

み
の
日
は
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
家
事
を
こ
な
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い
頃
か
ら
ピ
ア

ノ
を
弾
く
こ
と
が
好
き
で
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

で
弾
く
こ
と
は
少
な
く
、
最
近
は
も
っ
ぱ
ら
保
育

園
で
弾
く
の
み
で
す
。
保
護
者
と
連
携
し
て
保
育

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
私
も
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。 町田　聡美 さん

1983年生
松代保育園 勤務

先月の室岡秀貴さんからのバトンタッチ
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各
種
検
（
健
）
診
の
申
込
み

が
始
ま
り
ま
す

◎
平
成
25
年
度
各
種
検
診
申
込
書
を
配
布

し
ま
す

　
２
月
末
に
各
世
帯
に
「
各
種
検
診
申
込

書
」
を
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
検

診
の
申
込
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん

の
受
診
状
況
を
把
握
す
る
大
切
な
調
査
で

す
。
受
診
希
望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

３
月
８
日
㈮
ま
で
に
、
市
政
事
務
嘱
託
員

な
ど
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
の
申
込
み

①
40
�
74
歳
の
人

　
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、「
特
定

健
康
診
査
」
を
各
医
療
保
険
者
（
国
保
、

協
会
け
ん
ぽ
、
共
済
組
合
な
ど
）
が
実
施

し
ま
す
。
職
場
な
ど
で
詳
細
を
確
認
の
う

え
、
年
１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
市
の
住
民

健
診
会
場
で
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
16
�
39
歳
の
人
、
75
歳
以
上
の
人

　
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
を
希
望
す
る

人
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
各
種
が
ん
検

診
な
ど
の
申
込
み

　
ど
の
医
療
保
険
の
人
で
も
、
対
象
者
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
申
込
書
に
同
封
す
る
案
内
を
確
認
の

う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
無
料
で
受
診
で
き
る
検
診
項
目

　
左
表
の
年
齢
の
人
は
該
当
の
検
診
が
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

92

　食べることが大好きな泰河ちゃん。最近はお肉が好きで、
この冬はしゃぶしゃぶにハマっています。雪が解けるころ
には靴を履いてお散歩できるように、歩く練習中です。

　いつも元気な琥太郎ちゃんはトイストーリーが大好き。ア
ニメが始まると動きがピタリと止まってしまいます。今度仲
良しのひなお姉ちゃんと雪だるまを作る約束をしています。

　毎年インフルエンザの予防接種を受け、毎
日吸入器を使い風邪の予防を心掛けるなど
健康に気を遣っているという藤田さん。おか
げで、ここ数年風邪をひいた覚えがないとい
います。毎日のお風呂が楽しみで、家族が不
在でも一人で入っているそうです。また、お
しゃべりが好きで、最近友人から電話があっ
たことをうれしそうに話していました。雪が
解けたらまた友人が訪ねてくるのを楽しみに
しています。

佐
藤
　
泰
河
ち
ゃ
ん

上
村
　
琥
太
郎
ち
ゃ
ん

さ
と
う
　
た
い
が
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
12
月
13
日
生
ま
れ

朝
日
町

か
み
む
ら
　
こ
た
ろ
う
ち
ゃ
ん

平
成
23
年
3
月
16
日
生
ま
れ

上
川
町

（
写
真
右
）

藤田　サダさん（野口・101歳）

⓺

▼
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載
し
て
い
る
「
松
代

大
相
撲
」に
今
年
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

冬
の
楽
し
み
と
し
て
90
年
以
上
続
い
て
き

ま
し
た
。
松
代
支
所
は
「
支
所
部
屋
」
と

い
う
よ
う
に
、
地
域
や
職
場
ご
と
を
１
つ

の
「
部
屋
」
と
し
て
、
部
屋
ご
と
で
参
加

者
を
募
り
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
１
９
６

人
の
力
士
が
最
上
位
で
あ
る「
東
の
横
綱
」

を
目
指
し
て
、
そ
し
て
最
下
位
の
「
ど
ん

じ
り
」に
な
ら
な
い
よ
う
奮
闘
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
私
の
番
付
は
「
東
の
幕
下
」、

真
ん
中
く
ら
い
の
順
位
で
し
た
。

▼
も
う
す
ぐ
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
ね
。そ
の
裏
で
松
代
地
域
で
は「
第

26
回
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
雪
ま
つ
り

を
楽
し
ん
だ
後
は
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
「
コ
ス
プ

レ
・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
パ
レ
ー
ド
」
を
初
開
催

し
ま
す
の
で
、
コ
ス

プ
レ
好
き
の
方
は
是

非
お
越
し
く
だ
さ

い
！

▼
前
回
の
市
報
で
姉
妹
都
市
イ
タ
リ
ア
コ

モ
市
に
留
学
し
た
お
二
人
の
報
告
を
載
せ

ま
し
た
。
姉
妹
都
市
交
流
事
業
に
は
ほ
か

に
コ
モ
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
出
展
事
業

が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
事
前
に
触
れ

回
っ
た
甲
斐
あ
っ
て
か
前
回
を
大
き
く
上

回
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
う
れ

し
い
こ
と
に
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
の
関
口
鈴

子
さ
ん
の
写
真
が
入
賞
し
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
出
展
い
た

だ
い
た
ほ
か
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ま
た
来
年

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
い
よ
い
よ
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
始
ま
り

ま
す
ね
。
雪
像
や
ひ
ろ
ば
巡
り
も
楽
し
い

で
す
が
、
ピ
リ
ッ
と
肌
を
刺
す
澄
み
渡
っ

た
空
気
に
包
ま
れ
て
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
を

鑑
賞
す
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。

ど
う
か
晴
れ
ま
す
よ

う
に
。

ぐる
り松代

竹所編

～『振り込め詐欺』、『投資詐欺』
　　　などの『特殊詐欺』被害～　

₁₁

至松之山

至
十
日
町

　市
街

奴奈川小●

木和田原

しぶみ分署●

池尻交差点竹所

403

353

253

《花子》おばあちゃん、『特殊詐欺』って知ってる？

《うめ》そっけな言葉しらねぇてぇ。

《花子》『振り込め詐欺』や『投資詐欺』のことよ。

《うめ》『振り込め詐欺』なら知ってるこっつぉ。「オ

レ、オレ」で振り込ませるやつだべ。『投資詐欺』は、

高額で買い取るから代わりに買ってくれって電話

がかかってくるやつのことか？

《花子》そのとおり。おばあちゃん、良く勉強して

るわね。でも、最近は振り込ませないで、レター

パックや宅配便で送らせるらしいわ。おばあちゃ

んも、気をつけてね。

《うめ》オレは大丈夫だこっつぉ。おめえさんのお

父さんと電話の合図を決めてあるっけん。

　　　　　　　『特殊詐欺』とは、電話などで対面

することなく不特定の人から現金を騙し取る詐欺

です。平成24年は十日町警察署管内で『振り込め

詐欺』が３件（被害額672万円）、『投資詐欺』が

７件（被害額2,840万円）発生しています。レター

パックや宅配便で現金を送ることは禁止されてい

ます。送金方法がレターパックや宅配便だったら

詐欺を疑ってください。また、バイク便などを利

用して自宅まで取りに来ることもあります。

【注意情報】公民館など公共施設で、講演会と思い

参加したら、商品の購入を勧誘されたとの情報が

寄せられました。公共施設の会議室などは広く一

般に貸し出されています。参加する場合は、主催

者および開催目的を良く確認しましょう。

●問合せ：十日町市消費生活相談窓口

　　　　　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　　　　　平日／午前９時～午後４時

アドバイス

　
国
道
４
０
３
号
沿
い
の
木
和
田

原
集
落
か
ら
約
１
㎞
入
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
９
世
帯
・
11
戸
の
集
落

が
竹
所
で
す
。竹
所
集
落
の
宝
は
、

�
よ
そ
者
�
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気

で
す
。

　
50
年
以
上
前
の
最
大
39
戸
あ
っ

た
頃
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た

め
、
集
落
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
行
事
な
ど
へ
の
参
加
を
募
集

し
、
集
落
以
外
の
人
を
呼
び
込
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、

１
月
13
日
㈰
に
行
わ
れ
た
歳
の
神

で
は
、
集
落
人
口
の
倍
以
上
の
約

50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
お
神
酒

を
注
ぎ
あ
っ
た
り
、
ス
ル
メ
を
い

っ
し
ょ
に
食
べ
た
り
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　「
集
落
の
雰
囲
気
を
気
に
入
っ

て
移
住
す
る
人
も
い
ま
す
。
最
初

の
移
住
者
が
ド
イ
ツ
人
で
し
た
の

で
、
ど
ん
な
人
が
来
て
も
驚
き
ま

せ
ん
し
、
集
落
民
全
員
で
歓
迎
し

ま
す
。
今
で
は
移
住
者
世
帯
が
４

戸
、
別
荘
２
戸
と
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
、
人
口
が
確
実
に
増
え

て
い
ま
す
」
と
集
落
の
人
た
ち
は

喜
び
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、
景
観
改
善
の
取
組

み
﹃
竹
所
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
ビ
レ
ッ

ジ
﹄
を
始
め
ま
す
。
家
の
周
り
に

廃
材
を
放
置
し
な
い
な
ど
の
取
組

み
で
、「
来
訪
者
に
﹃
竹
所
は
ほ

か
と
は
違
う
な
﹄
と
感
じ
て
ほ
し

い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

住民も来訪者もいっしょに行事を楽しみます

(ふ) (古)

無料になる検診
対象の年齢

(平成25年４月１日現在)

胃がん検診 40歳

大腸がん検診 40・45・50・55・60歳

子宮頸がん検診 20・25・30・35・40歳

乳がん検診 40・45・50・55・60歳

肝炎ウイルス検診 40・45・50・55・60・65・70歳

※詳しい内容は、全戸に配布される各種検診申込書の案内をご
　確認ください

《１年に１回健康診断を受けましょう！》
～健康とおかまち21 ～
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…小黒沢村

表彰おめでとうございます
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
公
衆
衛
生
事
業
功
労
）

　「病院は病気を予防するところ」を

信念として、長年にわたり地域住民の

健康のために尽力した功績が認められ

ました。健康増進施設・介護施設を開

設するなど、一貫した志で、地域住民

の健康を守っています。

上村　晃一さん（田中・70歳）

はじめまして！地域おこし協力隊の村山です

おいしい野菜、おいしい給食に感謝して

新潟県スキー選手権大会（アルペン）を開催

松代大相撲

都会の子どもが「スノーシュー体験」で大興奮！

　関口市長から委嘱状を受け、地域おこし協力隊と

して村山祐太さん（26歳）が任用されました。担

当地域は奴奈川地区で、昨年10月まで同地区で活

動していた隊員の後任となります。任期は３年で今

後の活躍が期待されます。

１月４日㈮：市役所市長室

中　
里

松
之
山

松　
代

松
之
山

1月23日㈬：田沢小学校

１月22日㈫～ 23日㈬：松之山温泉スキー場

1月27日㈰：まつだいふるさと会館

１月23日㈬：「森の学校」キョロロ＆美人林

　食べ物に感謝し、食生活を見つめ直すことを目的とした

給食週間で、生産者や納入業者、調理員が児童といっしょ

に給食を食べました。児童の皆さんはいつもおいしい食材

を届けてくれることに感謝の気持ちを込めて残さず食べて

いました。

　多くの大会を受

け入れている松之

山 温 泉 ス キ ー 場

で、県を代表する

選手たちが頂点を

目指し熱戦を繰り

広げました。写真

は迫力満点の大回

転競技です。

　大相撲初場所の勝敗を予想し、正解数で番付

（順位）を決める「松代大相撲」の千秋楽が行

われ、約100人が参加しました。正解数上位と

最下位の“力士”が表彰を受け、東西横綱の土

俵入りでは、四股に合わせて会場から「よいし

ょ！」の声が上がっていました。

　３泊４日の越後田舎体験で松代・松之山を訪れた湘

南学園小学校（神奈川県藤沢市）の５年生106人。キ

ョロロ研究員や地元案内人に付き添われ初めてのスノ

ーシュー体験です。雪深い美人林の中を元気よく歩き

まわり、自然観察や雪遊びを満喫しました。

お
飾
り
紙
切
り
絵
展

川　西

1
月
17
日
㈭
～
3
月
15
日
㈮
：
千
手
温
泉 

千
年
の
湯
ほ
か

　
今
回
で
43
回
目
と
な
る

「
お
飾
り
紙
の
会
」
の
展

覧
会
。
ど
の
作
品
も
す
ば

ら
し
く
、
細
部
ま
で
丁
寧

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
て
目

を
見
張
る
も
の
ば
か
り
で

す
。
２
月
14
日
ま
で
は
千

手
温
泉
で
、
15
日
か
ら
は

け
ん
し
ん
川
西
支
店
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

　「
上
石
巌
記
念
第
27

回
松
代
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
小
中
学
生
４
０
０
人

以
上
が
参
加
し
ま
し

た
。
選
手
に
は
コ
ー
ス

脇
か
ら
保
護
者
や
先

生
、
同
じ
学
校
の
生
徒

ら
が
大
き
な
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
登
り
坂
だ
、
が
ん
ば
れ
！

１
月
27
日
㈰
：
松
代
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

松　代

環境にやさしい器具を設置しました市　
内

市　
内

市内福祉施設５か所

　きのこ廃菌床ペレットを燃料とした小型ペレットボ

イラー５台、ペレットストーブ１台が、市内５か所の

福祉施設に設置されました。日本郵便㈱の東日本大震

災寄附金事業によるもので、施設利用者は、灯油ボイ

ラーなどと変わらない性能に驚いていました。
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吉
田
小
学
校

丸山　桜
おう

太
た

さん（１年）
　ぼくは、生きものが大すきです。水ぞくかんにいる生きもので、ぼくとマンタとともだちをかきました。水の中なので、まわりに円いかたちであわも作りました。

　
マ
ン
タ
の
大
ぐ
ん

丸山　友
ゆう

思
し

さん（３年）

　ダンボールを切りぬいた仮面に、カップや
プルタブなど、身の回りにあるものをはりつ
けました。銀色のスプレーをかけたら本物の
鉄仮面みたいにかっこよくなりました。

　
シ
ル
バ
ー
仮
面

坂本　倫
りん

大
と

さん（４年）

　ぼくの夢はサッカー選手です。この絵は、
プレミアムリーグに出場して、シュートを
決めたところをかきました。将来、かっこ
いいドリブルができる選手になりたいです。

　
ド
ラ
イ
ブ
シ
ュ
ー
ト
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ー
ル

酒井　優
ゆう

花
か

さん（５年）

　自分の名前を音ぷにデザインしまし

た。いろいろな道具を使って、ていねい

に色をぬりました。空からメロディーが

聞こえてくるような絵になりました。

　
名
前
で
絵

馬場　好
この

香
か

さん（６年）
　小学校生活を振り返ると、大好きな友達とたくさん遊んだ思い出がよみがえります。はく力ある鳥居を中心に石段を細かく、いろいろな色で表現しました。

　
た
く
さ
ん
遊
ん
だ

　
　
　
　
　
　
上
原
神
社

■ 人　口  58,777人（－60）  男  28,597人（－23）  女  30,180人（－37）
■ 世帯数  20,128世帯（＋３） １月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

ぼ
く
は
、
外
で
あ
そ
ぶ
こ
と
が
大
す

き
で
す
。
春
に
な
っ
た
ら
友
だ
ち
と

い
っ
し
ょ
に
、
さ
く
ら
の
木
の
下
で

な
わ
と
び
を
し
て
あ
そ
び
た
い
な
と

思
っ
て
、
は
ん
画
に
し
ま
し
た
。

　さくらの木の下
で

　　　　　あそぼ
うよ

春
日
　
涼
り
�
う

介す
け

さ
ん
（
２
年
）


